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和 衷 協 同 心を同じくして、共に協力し活動する

卒業までのカウントダウン!

Quote for the month (今月の言葉）

「不完全であるのはいい。

生きていいく上で不完全だから進もうとできる」イチロー選手

日本人として初めてアメリカMLBの殿堂入りしたイチロー選手。

満票での殿堂入りが確実視されていたが、満票に1票足りなか

った事に対し受賞の喜びを述べる際に記者からの質問に答えた

言葉。日米両リーグで活躍し数々の記録を打ち立て、記録にも

記憶にも残る名選手であるが、引退後も高校生の指導にたずさ

わるなど常に努力を続けるイチロー選手らしいことばですね。校長

女子バレー部67年振りの県大会制覇！

感想文 佳作 宮城 あみ 3年2組

知念 柚希 3年6組

感想画 最優秀 兼島 美帆 1年2組

優秀 田場 文菜 2年7組

石垣 美結 1年2組

全沖縄青少年読書感想文

感想画コンクール
ビーチバレー沖縄WINTERカップ優勝！全日本高等学校書道コンクール

2年連続優秀指導者賞受賞

なぎなた部顧問の瑞慶山良作先生が昨年度に引き

続き優秀指導者として表彰されました。全国制覇

を成し遂げた瀬長拓夢さんや女子なぎなた部を県

大会優勝に導いた功績が評価されました。

1月末に行われたNIKKEI CUPで女子バレー部が圧倒的な強さを見せ67年

振りに県のトップに立ちました。先の新人大会に続く優勝です。一致

団結した知高応援団も見事でした。

全校生徒で、3年生にとって楽しく感動のある高校生活の思い出を作る事を目的として、知高恒例の「カウントダウンフェスタ」が生徒会主催で開
催され、ソロやデュエットでの歌唱、ダンス演技、軽音楽など、タレント溢れる知高生のパフォーマンスが披露され大いに盛り上がりました。3年生
の心に残るイベントになったことでしょう。

2年生の瑞慶覧凜乃、豊島りこペアが西原

きらきらビーチで開催された同大会で見事

栄冠を勝ち取りました。先の日経カップで

女子バレー部の67年振りの優勝に続く快挙

で今後の更なる活躍に期待大です。

全国で10,212点の半紙作品出品の中から大

賞を含め多くの生徒が上位入選しました。

大賞 謝花 来 1年6組

準大賞 野原 徹人 1年1組

振興協会賞 與那城 夏穂 2年8組

書道教育研究会 金城 りの 1年7組

神里 美緒 1年8組

準大賞大賞 最優秀


